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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の電力受信装置に電力を供給する電力供給装置であって、前記電力供給装置は、パ
ワー・オーバ・イーサネット（登録商標）によって電力を供給する電源機器であって、前
記電力供給装置は、
　電力受信装置を検出し、前記電力受信装置との電力ネゴシエーションを実行する電力ネ
ゴシエーションユニットと、
　前記電力受信装置の各々の電力消費を監視する電力監視ユニットと、
　前記電力受信装置の前記電力消費が所定の消費閾値を超過することに応じて、前記電力
ネゴシエーションにおいて前記電力受信装置に割り当てられた電力バジェットを増加する
電力制御ユニットと
　を含み、
　前記消費閾値は、
　　一定のマージンを付与されて前記割り当てられた電力バジェットになるもの、又は
　　前記割り当てられた電力バジェットの固定割合、又は
　　前記割り当てられた電力バジェットに経時的に近づくものであり、
　前記電力制御ユニットは、前記電力受信装置の前記電力消費の変化率が所定の変化率閾
値未満である場合にのみ、前記電力バジェットを増加し、
　前記電力制御ユニットは、更に、前記電力受信装置の前記電力消費が前記電力バジェッ
トを超過する場合に、前記電力受信装置への電力供給を少なくとも一時的に中断する、
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　電力供給装置。
【請求項２】
　前記電力制御ユニットは、前記複数の電力受信装置に割り当てられた電力バジェットの
合計が、前記複数の電力受信装置に前記電力供給装置によって供給可能な電力の合計未満
である場合にのみ、前記電力バジェットを増加する、
　請求項１に記載の電力供給装置。
【請求項３】
　前記電力制御ユニットは、前記電力受信装置の前記電力消費の変化率、及び、前記複数
の電力受信装置に割り当てられた電力バジェットの前記合計と前記複数の電力受信装置に
前記電力供給装置によって供給可能な電力の前記合計との間の差に基づいて、前記電力バ
ジェットが増加される時間を決定し、
　前記電力供給装置は、決定された前記時間を示す信号を出力するための出力ユニットを
更に含む、
　請求項２に記載の電力供給装置。
【請求項４】
　前記電力制御ユニットは、前記電力受信装置に割り当てられた電力バジェットを増加す
る際に、又はその前に、少なくとも１つの異なる電力受信装置に割り当てられた電力バジ
ェットを低減する、
　請求項１に記載の電力供給装置。
【請求項５】
　前記電力制御ユニットは、電力受信装置の当初の電力バジェットと増加した電力バジェ
ットとの間の差を決定し、
　前記電力供給装置は、前記差が所定の差分閾値を超過する場合に、前記差が前記所定の
差分閾値を超過することを示す信号を出力するための出力ユニットを更に含む、
　請求項１に記載の電力供給装置。
【請求項６】
　前記電力制御ユニットは、電力受信装置の当初の電力バジェットと増加した電力バジェ
ットとの間の差を決定し、
　前記電力制御ユニットは、前記当初の電力バジェットと前記増加した電力バジェットと
の前記差が所定の範囲値未満である場合にのみ電力バジェットを増加し、前記所定の範囲
値は、定数項であるか、又は前記当初の電力バジェットの比率に基づいて設定される、
　請求項１に記載の電力供給装置。
【請求項７】
　前記電力制御ユニットが前記電力バジェットを増加することが可能でない場合、前記電
力制御ユニットは、電力受信装置への電力供給を少なくとも一時的に中断することに加え
て、更に、前記電力制御ユニットが前記電力バジェットを増加することを可能とされてい
ないことを示す信号を供給する、
　請求項１、２、又は６に記載の電力供給装置。
【請求項８】
　要求に応じて及び／又は所定の条件を満たす際に、前記電力制御ユニットは、前記電力
受信装置のそれぞれの現在の電力消費に基づいて、前記複数の電力受信装置の少なくとも
２つに割り当てられた前記電力バジェットを設定するように設けられている、
　請求項１に記載の電力供給装置。
【請求項９】
　メモリをさらに含み、
　前記電力制御ユニットは、前記電力バジェットを増加することに関する情報を前記メモ
リ内に記憶する、
　請求項１に記載の電力供給装置。
【請求項１０】
　電力供給装置によって複数の電力受信装置に電力を供給する方法であって、前記電力供
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給装置は、パワー・オーバ・イーサネット（登録商標）によって電力を供給する電源機器
であって、前記方法は、
　電力受信装置を検出し、前記電力供給装置と前記電力受信装置との間で電力ネゴシエー
ションを実行する電力ネゴシエーションステップと、
　前記電力受信装置の各々の電力消費を監視する前記電力供給装置による電力監視ステッ
プと、
　前記電力受信装置の前記電力消費が所定の消費閾値を超過することに応じて、前記電力
ネゴシエーションにおいて前記電力受信装置に割り当てられた電力バジェットを増加する
前記電力供給装置によるバジェット調整ステップと
　を含み、
　前記消費閾値は、
　　一定のマージンを付与されて前記割り当てられた電力バジェットになるもの、又は
　　前記割り当てられた電力バジェットの固定割合、又は
　　前記割り当てられた電力バジェットに経時的に近づくものであり、
　前記バジェット調整ステップは、前記電力受信装置の前記電力消費の変化率が所定の変
化率閾値未満である場合にのみ、前記電力バジェットを増加し、
　前記方法は、前記電力受信装置の前記電力消費が前記電力バジェットを超過する場合に
、前記電力受信装置への電力供給を少なくとも一時的に中断する前記電力供給装置による
電力中断ステップを更に含む、
　方法。
【請求項１１】
　前記電力供給装置から前記複数の電力受信装置への電力の供給を制御するコンピュータ
プログラムであって、請求項１に記載の電力供給装置に請求項１０に記載の方法のステッ
プを実行させるコード手段を含む、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の電力受信装置に電力を適応的に供給するための方法と適応型電力供給
装置とに関する。
【背景技術】
【０００２】
　米国特許第７，６５０，５１９Ｂ１号は、グラフィックユーザインターフェースをパワ
ードネットワークに接続するためのシステム及び方法を記載する。ネットワーク式グラフ
ィックユーザインターフェースシステムは、パワードネットワークケーブルを介して送信
される符号化されたコンピュータユーザインターフェース信号を複数の信号セットに変換
し、各セットは周辺装置インターフェースに関連付けられる。周辺装置の承認を管理する
ための方法についても記載されている。接続基準は、接続の電力バジェット、装置の特性
、装置の電力要件、及びパワードネットワーク接続を共有する他の装置の特性を含む。
【０００３】
　電力供給装置から複数の電力受信装置に電力を供給するために商業的に実施されたシス
テムは、所謂“パワー・オーバ・イーサネット（登録商標）”（ＰｏＥ）であり、電力供
給装置は、“給電機器” （ＰＳＥ）と呼ばれ、電力受信装置は、“受電装置”（ＰＤ）
と呼ばれる。
【０００４】
　現在検討中のＰｏＥ規格（ＩＥＥＥ　８０２．３ｂｔ）では、“オートクラス”と呼ば
れる仕組みが議論されており、これは、ＰＳＥが有効チャネル損失を含む有効最大ＰＤ電
力に電力バジェットを設定し得るように、ＰＤがその有効最大電力消費をＰＳＥに伝達す
ることを可能にする分類メカニズムである。これの目的は、有効に使用された電力だけが
バジェットされるため、利用可能な電力をより効率的に使用することである。
【０００５】
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　このための可能なプロセスは、（ケーブル等を挿入することによって接続が供給された
後）制御された突入のステップを有し、配分された電力バジェットは、ＰＤの（ＰＤが起
動された後）最大電力消費の、初期の最大可能電力に対応し、ＰＳＥが（最大）電力消費
を測定し、最終的に（例えば、電力要件の変動及び測定の変動又は誤差に適応するマージ
ンを追加することによって計算された）最大電力消費の測定値に基づいてＰＤに対しＰＳ
Ｅによって電力バジェットの再配分を行う。
【０００６】
　このようなオートクラスのアプローチは、ＰｏＥによって供給される従来の電力クラス
と比較して、電力の配分においてより細かい粒度、次いで改善された電力管理を可能にす
る。
【０００７】
　しかしながら、ＰＤ電力要件が寿命にわたって安定せずに変化する、いくつかのＰｏＥ
アプリケーションでは依然として問題が存在する。ＰＤの最大電力が経時的に増加してい
る場合、過負荷検出はＰＳＥのＰＤへの電力供給をオフに切り替えることの引き金となる
。
【０００８】
　これが起こり得るＰＤの典型的な例はロボットシステムであり、例えば、歯車の摩耗又
はグリースの経年劣化が移動抵抗を増加し、次いで電気駆動に必要とされる電力を増加す
る。照明用途において、ＬＥＤ効率の低下及び照明器具の光学品質の低下が、入力電力の
必要性を増加させる。
【０００９】
　（以前の規格に対応する）草案規格ＩＥＥＥ　８０２．３ｂｔに現在含まれている方法
によれば、分類サイクル中に分類されるよりも多くの電力を必要とするＰＤは、引き出さ
れた電力が、ＰＳＥが記憶している過電力閾値を上回るときはいつでもオフに切り替えら
れる。リトライサイクルにおいて、ＰＳＥは、ＰＤが再度オンに切り替えられる前に、Ｐ
Ｄを再分類する。照明用途のランプでは、これは、それらが時間内のある時点でオフに切
り替えられることを意味する。十分な電力バジェットの予備が利用可能である限り、ラン
プは再始動され得るが、不快なちらつきが照明スペースのユーザを刺激する。
【００１０】
　このような電力の増加に対処する直接的な可能性は、経時的に必要であり、オフ及びオ
ンの切り替えを避けるためには、増加した電力であっても依然として配分された電力バジ
ェット内に収まるように、マージンを適切に増加する。しかしながら、このようなアプロ
ーチは、草案規格ＩＥＥＥ　８０２．３ｂｔによって意図された、改善された電力管理を
相殺してしまう。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明の目的は、上記の問題に対処する複数の電力受信装置に電力供給装置によって電
力を供給し、電源の切断及び再分類の従来の必要性を低減しながら、電力を適応的に供給
することを可能にする方法と、複数の電力受信装置に電力を供給するための電力供給装置
とを供給することである。
【００１２】
　本発明の第１の態様において、複数の電力受信装置に電力を供給するために設けられた
電力供給装置が提示され、電力供給装置は、パワー・オーバ・イーサネット（登録商標）
によって電力を供給する電源機器であって、電力供給装置は、電力受信装置を検出し電力
受信装置との電力ネゴシエーションを実行する電力ネゴシエーションユニットと、各電力
受信装置の電力消費を監視する電力監視ユニットと、前記電力受信装置の電力消費が電力
ネゴシエーションにおいて割り当てられた前記電力受信装置への電力バジェットを超過し
た場合に、電力受信装置への電力供給を少なくとも一時的に中断する電力制御ユニットと
を含み、電力制御ユニットは、更に、前記電力受信装置の電力消費が所定の消費閾値を超
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過することに応じて、前記電力受信装置に割り当てられた電力バジェットを更に増加する
ように構成される。
【００１３】
　本発明の更なる態様において、電力供給装置によって複数の電力受信装置に電力を供給
する方法であって、電力供給装置は、パワー・オーバ・イーサネット（登録商標）によっ
て電力を供給する電源機器であって、方法は、電力受信装置を検出し電力供給装置と電力
受信装置との間で電力ネゴシエーションを実行する電力ネゴシエーションステップと、各
電力受信装置の電力消費を監視する電力供給装置による電力監視ステップと、前記電力受
信装置の電力消費が電力ネゴシエーションにおいて割り当てられた前記電力受信装置への
電力バジェットを超過した場合に、電力受信装置への電力供給を少なくとも一時的に中断
する電力供給装置による電力中断ステップとを含み、方法は、前記電力受信装置の電力消
費が所定の消費閾値を超過することに応じて、電力供給装置によって前記電力受信装置に
割り当てられた電力バジェットを増加するバジェット調整ステップを更に含む。
【００１４】
　上記の問題は、過電力限界に達する事象を回避するために、電力バジェットを調整する
能力を、電力供給装置に与えることによって、克服されるか、少なくとも低減されること
が、本発明者によって実現され、これにより電力受信装置の展開に次のバジェットを途切
れなく供給できる。
【００１５】
　言い換えれば、本発明は、（電力供給装置の一例として）ＰＳＥにおける“動的電力ク
ラス”メカニズムが、（電力受信装置の一例として）ＰＤの監視された電力でバジェット
した電力を絶えず調整していることを提供する。このようにして、電力受信装置の最大電
力消費の増加の典型的な理由は、中間のパワーオフサイクリングなしで調整され得る。
【００１６】
　好ましい実施形態において、電力制御ユニットは、複数の電力受信装置に割り当てられ
た電力バジェットの合計が、複数の電力受信装置に電力供給装置によって供給可能な電力
の合計未満である場合にのみ、電力バジェットを増加する。
【００１７】
　バジェット超過をある程度許容することが可能であって、全ての電力受信装置が同時に
それらの完全なバジェットを要求することはないことを考慮しても、全ての割り当てられ
た電力バジェットの合計は、総利用可能電力を超過しないことが好ましい。
【００１８】
　好ましい実施形態の変形例において、電力制御ユニットは、前記電力受信装置の電力消
費の変化率、及び、複数の電力受信装置に割り当てられた電力予算の合計と複数の電力受
信装置に電力供給装置によって供給可能な電力の合計との間の差に基づいて、電力バジェ
ットが増加される時間を決定し、電力供給装置は、前記決定された時間を示す信号を出力
するための出力ユニットを更に含む。
【００１９】
　このような決定された又は推定された時間に基づいて、ユーザは、例えば、電力限界に
達する前の適切な時間に増加した電力需要を示す電力受信装置を交換するためのステップ
に進む。
【００２０】
　好ましい実施形態において、電力制御ユニットは、前記電力受信装置に割り当てられた
電力バジェットを増加する際に、又はその前に、少なくとも１つの異なる電力受信装置に
割り当てられた電力バジェットを低減する。
【００２１】
　電力バジェット上の動的アプローチは、別の割り当てられた電力バジェットを一時的に
低減することも可能にし、時間内の後の時点で（再び）増加される。
【００２２】
　好ましい実施形態において、電力制御ユニットは、前記電力受信装置の電力消費の変化
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率が所定のレート閾値未満である場合にのみ、電力バジェットを増加する。
【００２３】
　ある変化率を超えた電力消費の変化は、誤作動を示し、この状況においては好ましくは
割り当てられた電力バジェットにおいて増加がない。
【００２４】
　好ましい実施形態において、電力制御ユニットは、電力受信装置の当初の電力バジェッ
トと増加した電力バジェットとの間の差を決定し、電力供給装置は、所定の差分閾値を超
過する前記差を示す信号を出力するための出力ユニットを更に含む。
【００２５】
　差分閾値は、電力需要を増加させる電力受信装置でのある程度の劣化等を示す手段とし
て使用される。
【００２６】
　好ましい実施形態において、電力制御ユニットは、電力受信装置の当初の電力バジェッ
トと増加した電力バジェットとの間の差を決定し、電力制御ユニットは、当初の電力バジ
ェットと増加した電力バジェットとの差が所定の範囲値未満である場合にのみ電力バジェ
ットを増加し、所定の範囲値は、定数項であるか、又は当初の電力バジェットの比率に基
づいて設定される。
【００２７】
　総利用可能電力がこのような調整を可能にし、許容可能な経時的変化が制限される限り
、割り当てられた電力バジェットが調整されるか又は増加されることは必ずしも必要では
ない。
【００２８】
　複数の電力受信装置に割り当てられた電力バジェットの合計が、複数の電力受信装置に
電力供給装置によって供給可能な電力の合計未満である場合にのみ、前記電力受信装置の
電力消費の変化率が所定のレート閾値未満である場合にのみ、及び／又は、当初の電力バ
ジェットと増加した電力バジェットとの差が所定の範囲値未満である場合にのみ、電力バ
ジェットの増加が可能になる、好ましい実施形態の変更例において、所定の範囲値は、定
数項であるか、又は当初の電力バジェットの比率に基づいて設定され、電力制御ユニット
が電力バジェットを増加することが可能でない場合、電力制御ユニットは、電力受信装置
への電力供給を少なくとも一時的に中断することに加えて、電力制御ユニットが電力バジ
ェットを増加することを可能とされていないことを示す信号を更に供給する。
【００２９】
　好ましくは、電力供給の中断が行われる前に、この実施形態による電力供給装置は、例
えば、データ信号を用いて、音及び／又は光によって、電力バジェットの調整が不可能で
あり、したがって、割り当てられた電力バジェットの超過が将来予測されることを示す。
【００３０】
　好ましい実施形態において、要求に応じて及び／又は所定の条件を満たす際に、前記電
力受信装置のそれぞれの現在の電力消費に基づいて、複数の電力受信装置の少なくとも２
つに割り当てられた電力バジェットを設定するように電力制御ユニットが設けられる。
【００３１】
　いくつかの電力バジェットを再設定又は再割り当てすることは、特定の割り当てられた
電力バジェットを調整する前に、全ての利用可能な電力を再分配することを可能にする。
【００３２】
　好ましい実施形態において、電力供給装置は、メモリを更に含み、電力制御ユニットは
、電力バジェットを増加することに関する情報をメモリ内に記憶する。
【００３３】
　本発明の更なる態様において、電力供給装置から複数の電力受信装置への電力の供給を
制御するソフトウェア製品が供給され、ソフトウェア製品は、本発明による電力供給装置
に本発明による方法のステップを実行するコード手段を含む。
【００３４】
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　請求項１に記載の複数の電力受信装置に電力を供給する電力供給装置、請求項１１に記
載の複数の電力受信装置に電力供給装置によって電力を供給する方法、及び、請求項１２
に記載のコンピュータプログラムは、特に、従属請求項に規定されたような、同様の及び
／又は同一の好ましい実施形態を有することを理解されたい。
【００３５】
　本発明の好ましい実施形態は、従属請求項又は上記の実施形態のそれぞれの独立請求項
との任意の組み合わせであってもよいことを理解されたい。
【００３６】
　本発明のこれらの態様及び他の態様は、以下に記載される実施形態を参照して明らかに
なるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】電源の切断による再分類を含む、電力バジェットの従来の配分による経時的な展
開を示す。
【図２】本発明の実施形態による経時的な展開を示しています。
【図３】本発明の一実施形態による電力供給機器の概略図を示す。
【図４】本発明の別の実施形態による電力供給機器の概略図を示す。
【図５】本発明の一実施形態によるプロセスを示すフロー図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００３８】
　図１は、パワー・オーバ・イーサネット（登録商標）の場合の、電源の切断による再分
類を含む、電力バジェットの従来の配分による経時的な展開を示す。図１（及び図２）に
おいて、縦軸は電力を示し、横軸は時間を示す。
【００３９】
　線１００は、ＰＤによる電力消費又はＰＳＥによって供給された電力を示す。
【００４０】
　上記のように、ＰＤの動作開始時（時間軸の位置Ａ）に、ＰＳＥはＰＤによって消費さ
れる最大電力１２０を検出し、その上にマージン１２１を追加して過電力閾値１２２に至
り、結果として割り当てられる電力バジェットが得られる。オンに切り替えた時（１０１
）からのＰＤは、長期間（縮尺通りではない）にわたってより多くの電力量を消費してい
る（１０２）。これが１０３（時間軸の位置Ｂ）で過電力閾値に達すると、ＰＳＥは関連
するポートを非アクティブにし、新しいネゴシエーションサイクルを開始する（このサイ
クルの間、ランプであるＰＤはオフに切り替えられ、関連スペースは照明されない）。こ
のとき、ＰＤは、より高い所要電力量１３０を通知するために、“オートクラス”を使用
し得る。更に、マージン１３１が追加され、新たな過電力閾値１３２、すなわち割り当て
られた電力バジェットに至る。ＰＤが再びオンに切り替えられる１０４（時間軸の位置Ｃ
）。ＰＤが再び位置１０５で過電力閾値に達すると（時間軸の位置Ｄ）、ＰＳＥは非アク
ティブ化し、以下同様である。これは、（時間軸の位置Ｅに続いて）過電力スイッチがオ
フに切り替えられた後、新たなネゴシエーションが開始しないか又はネゴシエーションが
続行しない時に、代替的に、ＰＳＥによってネゴシエーションが開始されたが、バジェッ
トが使い尽くされてＰＤの再給電に至っていない場合、より多くの電力のためのバジェッ
トが利用できなくなるまで（位置１０７）（時間軸の位置Ｆ）続く。
【００４１】
　図２は、本発明の実施形態による経時的な展開を示す。
【００４２】
　ＰＤによる電力消費又はＰＳＥによる電力供給の展開の開始（線２００によって示され
る）は、上記の議論及び図１の場合、すなわち通常の“オートクラス”ＰｏＥシステムの
場合に対応する。開始後（時間軸の位置Ｇ）、電力バジェットは、追加のマージン２２１
を有する前のパルスレベル２０１においてＰＤによって提示された“オートパワー”値に
対応する値２２２で初期化される。ここでもまた、電力消費閾値２２０が設定される。
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【００４３】
　この実施形態において、たとえ異なる設定も可能であるとしても、電力初期消費は、前
に測定した最大初期電力消費２０１に設定される。
【００４４】
　ＰＤは、分類が完了された後に初期電力２０２を引き出す。（２０３によって示される
ように）ＰＤの電力需要が緩やかに増加し、点２０４で当初の設定消費閾値２２０に（平
均して）達すると、バジェット及び消費閾値は（バジェットに対して一定のマージンを維
持しながら）、電力需要に沿って増加する。
【００４５】
　この実施形態において、消費閾値２２０は、割り当てられた電力バジェット２２２に対
して一定のマージン２２１が供給されるが、これは本発明の全ての実施形態において必ず
しも当てはまるわけではないことに留意されたい。代替的に、消費閾値は、割り当てられ
た電力バジェットの固定された部分であってもよいし（すなわち、消費閾値と電力バジェ
ットとの間の比率を維持している）、又は、割り当てられた電力バジェットに経時的に近
づくこともできる。
【００４６】
　位置２０５でＰＳＥの最大利用可能なバジェット９１に達すると（時間軸の位置Ｈ）、
（バジェットをレベル２２３に保持したまま）自動調整は終了し、したがって消費閾値は
レベル９０に留まる。
【００４７】
　最終的に、消費電力が割り当てられた電力バジェットに達すると（点２０６又は時間軸
の位置Ｉ）、電力バジェットの更なる調整はもはや不可能であり、過電力管理が電力供給
を遮断する。
【００４８】
　図２の場合、検出は、過電流を監視するためにＰＳＥによっても使用される電流監視が
、ＰＤ電力消費の任意の変化を観察するために使用されることを意味する。したがって、
電力は、電流のみを見て、ＰＤの電圧が変化していないと推定することによって推定され
る。電力バジェットは、ＰＤ電流リップル及び測定時の任意のノイズに十分なマージンを
保持する値に設定される。
【００４９】
　それにも関らず、ＰＤでの電圧における可能な変化を考慮に入れることも可能である。
【００５０】
　図３は、本発明の実施の形態に従う電力供給機器の概略図を示す。
【００５１】
　具体的に、図３は、電力供給装置の一例として本発明によるＰｏＥ　ＰＳＥ　２を示し
、主電源から電力を受信するための引込線１とＰＤ３へのいくつかの接続線６とを含む。
この図において、電力ネゴシエーションユニットは示されない。
【００５２】
　ＰＳＥは、ポート制御手段２２を介してＰＳＥポート２３に給電する主電源２１を含む
。このユニット２２（電力制御ユニットの一部の例として）は、ポート２３毎に絶縁スイ
ッチ２９１‐２９ｎ及び電流測定手段２８１‐２８ｎを有する。測定された電流は、ＰＤ
の電力使用量が一貫して増加していることを（特に）検出し、それに応じて（メモリの一
例として）ＰＳＥポート電力バジェットリスト２４を変更するために、（電力監視ユニッ
トの一例として）ＰＳＥ‐ＰＩ電力モニタ２５内で使用される。このリストの情報は、バ
ジェットした電力よりも多くの電力を消費するポート２３（又はＰＤ３）を順番に切り替
えるために、（電力制御ユニットの更なる一例として）ＰＳＥ　ＰＩ過負荷保護システム
２６によって使用される。ＰＳＥ‐ＰＩ電力モニタ２５からＰＳＥ　ＰＩ過負荷リスト２
４への情報フロー２７は、分類時間中に提示される最大電力にバジェットが調整されるの
で、議論された“オートクラス”ＰＳＥに既に存在する。したがって、このコンテキスト
において、“オートクラスＰＳＥ”と比較して動的電力クラスのメカニズムを実施するた
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めの新しいハードウェアは必要とされない。
【００５３】
　ここで説明されるメカニズムは、割り当てられた電力バジェットと当初決定された最大
電力消費との間のマージンを、電流測定のノイズ及びＰＤ電流のリップルであった当初の
使用目的だけでなく、使用している。本明細書に記載された動的電力クラスのメカニズム
では、ＰＤが一貫してバジェットしたものよりも多くの電力を使用し、したがってマージ
ンが一貫して使用されるときはいつでも、バジェットを調整するためにマージンが使用さ
れる。
【００５４】
　図４は、本発明の別の実施形態による電力供給機器の概略図を示す。
【００５５】
　電力供給装置２’は、パワー・オーバ・イーサネット（登録商標）によって電力供給機
器の形態で供給される。ＰＳＥ２’は、電源（図示せず）に接続され、内部電源３１で電
力を受信する。電源３１（その制御自体は本明細書では図示されない又は議論されない）
は、ＰＳＥのポート３３に接続され、受電装置（図示せず；電力受信装置の例）が接続さ
れ得る。
【００５６】
　ＰＳＥ２’は、電源３１によって各ポート３３に供給される電力を監視する電力監視ユ
ニット３５を含む。特に、電力監視ユニット３５は、それぞれのポート３３に接続された
各ＰＤによって引き出される電流を検出する手段を含む。
【００５７】
　更に、ＰＳＥ’において、電力制御ユニット３２が含まれ、電源３１と各ポート３３と
の間の接続を選択的に遮断するスイッチが供給される。それぞれのポートへの電力供給の
制御は、電力受信装置に電力を供給することに応じて、任意の他のやり方でも供給される
ことに留意されたい。当業者はこのような措置に十分に精通しているので、これ以上の説
明は必要とされない。
【００５８】
　ＰＳＥ２’は、ポート３３への接続に結合された電力ネゴシエーションユニット３７を
追加的に含むので、ポート３３に接続されたＰＤとの電力ネゴシエーションを実行する。
更に、当業者はこのような電力交渉に精通しているので、追加の説明は必要とされない。
【００５９】
　電力ネゴシエーションユニット３７は、メモリ３４に接続され、そこに電力ネゴシエー
ションの結果を記憶するので、それぞれの電力バジェット及び消費閾値は電力制御ユニッ
ト３２によって確認され得る。消費閾値は、電力ネゴシエーションユニット３７によって
設定されてもよいし、又は、他の手段、例えば電力制御ユニット３２によって設定されて
もよい。
【００６０】
　動作中、電力監視ユニット３５は、それぞれのＰＤの電力消費を監視し、それに応じて
電力制御ユニット３２に通知する。電力制御ユニット３２は、それぞれの電力消費を消費
閾値と比較する。
【００６１】
　現在の電力消費が消費閾値未満である場合、何の措置も取られない。
【００６２】
　特定のＰＤの現在の電力消費が消費閾値を超過する場合、電力制御ユニット３２は、割
り当てられた電力バジェットの増加が可能かどうかを確認し、例えば、現在の利用可能電
力の合計が現在供給された又は割り当てられた電力よりも大きいかどうかを確認する。
【００６３】
　追加的に、電力制御ユニット３２は、電力消費の増加が異常だと考慮されるべきかどう
か、例えば、増加率がレート閾値を超過するかどうかを確認し、それは例えば短絡状況を
示す。
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【００６４】
　更に、電力制御ユニット３２は、ＰＤの当初の設定又は割り当てられた電力バジェット
に基づいて、割り当てられた電力バジェットの調整が許容範囲を超過するかどうかを確認
する。
【００６５】
　全ての確認が肯定的な結果を出す場合、電力制御ユニット３２は、それぞれのＰＤ又は
ポート３３のために割り当てられた電力バジェットにつき、メモリ３４内のエントリを変
更する。
【００６６】
　電力バジェットの変更が不可能であると判明する場合、電力制御ユニット３２は、出力
ユニット３８がその状況を外部、例えばＰＳＥ２’のユーザに示すようにさせる。
【００６７】
　追加的に、電力制御ユニット３２は、ＰＤ（又はポート３３）の電力消費がそれぞれ割
り当てられた電力バジェットを超過するかどうかを確認する。過剰消費がある場合、電力
制御ユニット３２は、ポート３３への電力供給が、（次の電力ネゴシエーションまで）少
なくとも一時的に遮断されるか、又は完全に停止されることを供給する。
【００６８】
　図５は、本発明の一実施形態によるプロセスを示すフロー図を示す。
【００６９】
　第１のネゴシエーションステップ９００において、ＰｏＥ電力バジェット管理が供給さ
れる。これに続いて、監視ステップ９０２において、あるポートの（例えば、平均の）電
力消費が消費閾値を超過するかどうかが確認される。
【００７０】
　過剰消費がない場合、フローはステップ９０２に戻り、ループを形成する。
【００７１】
　過剰消費がある場合、比較ステップ９０４において、現在割り当てられた総電力バジェ
ットが、過剰消費を示すポート又はＰＤに割り当てられたバジェットを増加することが可
能かどうかが確認される。この確認の結果に応じて、分岐ステップ９０６において、フロ
ーは、中断ステップ９０７又は調整ステップ９０８の何れかに進む。中断ステップ９０７
において、消費閾値が超過されるかどうかだけでなく、割り当てられた電力バジェットが
超過されるかどうかも確認される。電力バジェットも超過される場合、少なくともある程
度の時間、ＰＤへの電力供給が中断される。割り当てられた電力バジェットが超過されな
い場合、プロセスは、ステップ９０２に戻る。
【００７２】
　調整ステップ９０８において、割り当てられた電力バジェット及び消費閾値が調整され
、ステップ９０２に戻る。
【００７３】
　本発明は、平均の引き出される電力をバジェットした電力に続けるかどうかを決定する
プロセスを含む。上記のようなプロセスは、ＰＳＥのポート毎に実行される。監視ステッ
プ９０２において、割り当てられた電力付近の限界よりも一貫して高い電力が検出される
。平均の（又はピークの）電力は、利用可能なバジェット予備と比較される。十分な予備
がある場合、新しい値に調整される。十分な予備が見つからない場合、割り当てられたバ
ジェットが維持される。引き出される電力が（上記のマージンを含む）バジェットを上回
る場合、ＰＤは本明細書に図示されない過電力プロセスによってオフに切り替わられる。
【００７４】
　図６は、本発明の別の実施形態によるプロセスを示すフロー図を示す。
【００７５】
　プロセスは、電力受信装置としてＰＤを検出し、電力供給装置としてのＰＳＥとＰＤと
の間で電力ネゴシエーションを実行する電力ネゴシエーションステップ１００１から始ま
る。
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【００７６】
　照会ステップ１００２において、要求があるかどうか、及び所定の条件が満たされるか
どうかが確認され、その確認の結果に応じて、少なくとも２つのＰＤに割り当てられた電
力バジェットが、第１の再割り当てステップ１００３において前記ＰＤのそれぞれの現在
の電力消費に基づいて新たに割り当てられ、その後プロセスはステップ１００２に戻る。
【００７７】
　要求も供給されず、条件も満たされない場合、プロセスは監視ステップ１００４に進み
、ＰＳＥは、結合されたＰＤの電力消費を監視する。
【００７８】
　第１の比較ステップ１００５において、消費電力が消費閾値と比較される。消費電力が
閾値未満である場合、プロセスはステップ１００２に戻る。
【００７９】
　第２の比較ステップ１００６において、それぞれのＰＤの電力消費の変化率は、所定の
レート閾値と比較される。閾値が超過され、誤作動によって起こり得る電力消費の異常な
増加を示す場合、プロセスは表示ステップ１００７に進む。そうでない場合、次のステッ
プは第３の比較ステップ１００８であり、ＰＤの当初の電力バジェットと増加し得た電力
バジェット（又は現在増加した電力バジェット）との間の差を決定した後、この差は５Ｗ
といった所定の閾値と比較される。本明細書においては、所定の値は定数項に設定される
が、例えば当初の電力バジェットの比率に基づく設定等、他の設定のやり方又は所定のや
り方も使用されてもよい。差が大きすぎる場合、次のステップはステップ１００７となり
、そうでない場合、プロセスは第４の比較ステップ１００９に続く。
【００８０】
　第４の比較ステップ１００９において、ＰＤの当初の電力バジェットと増加した又は現
在の電力バジェットとの間の差が確認され、その場合、所定の差分閾値を超過する前記差
を示す信号が出力される。
【００８１】
　続く第５の比較ステップ１０１０において、複数のＰＤに割り当てられた電力バジェッ
トの合計が、複数のＰＤへのＰＳＥによって供給可能な電力の合計未満であるかどうか（
すなわち、現在、割り当てられた電力バジェットの増加が全く可能であるかどうか）が確
認される。現在割り当てられた電力バジェットに基づいて調整が可能でないと考えられる
場合、第２の再割り当てステップ１０１１において、少なくとも１つの異なるＰＤに割り
当てられた電力バジェットを低減するよう試みられる。成功した場合、フローは調整ステ
ップ１０１２に進み、そうでない場合、フローはステップ１００７に進む。
【００８２】
　調整ステップ１００７において、割り当てられた電力バジェットの調整が不可能である
ことが、ＰＳＥのユーザに示される。割り当てられた電力バジェットが超過されるかどう
か（第６の比較ステップ１０１４）に応じて、ＰＤへの電力供給は、（従来の過負荷処理
が続く）中断ステップ１０１５において（一時的に）中断又は停止されるか、さもなけれ
ばプロセスはステップ１００２に戻る。
【００８３】
　調整ステップ１０１２において、割り当てられた電力バジェット及び消費閾値が調整さ
れる。
【００８４】
　推定ステップ１０１３において、前記ＰＤの電力消費の変化率、及び、複数のＰＤに割
り当てられた電力バジェットの合計と複数のＰＤへのＰＳＥによって供給可能な電力の合
計との差に基づいて、時間が決定又は推定され、その間に特定のＰＤの電力バジェットが
増加され、その後、前記決定された又は推定された時間を示す信号が出力され、その後、
プロセスはステップ１００２に戻る。
【００８５】
　本発明は、図面及び前述の説明において詳細に図示及び説明されてきたが、このような
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図示及び説明は、例示的又は模範的であって限定的ではないと考慮されるべきであり、本
発明は、開示された実施形態に限定されない。
【００８６】
　開示された実施形態に対する他の変更は、図面、開示、及び添付の特許請求の範囲の研
究から、請求された発明を実施するにつき、当業者によって理解され得、達成され得る。
【００８７】
　例えば、ＩＥＥＥ　８０２．３ｂｔについて議論されたようなオートクラスのアプロー
チに従ってではなく、従来の電力クラスに従って、パワー・オーバ・イーサネット（登録
商標）等のコンテキストにおける分類が供給される実施形態において、本発明を動作する
ことが可能である。このようなコンテキストにおいて、バジェットの配分は、（総利用可
能電力が十分にある限り、）次の上位クラスに“ジャンプ”することによって供給される
。標準に準拠するために、この方法は、恐らく、ＰＤが（現在、タイプ３及び４クラスと
して議論された）８０２．３ｂｔクラスの１つにあると特定された場合にのみ使用される
。
【００８８】
　更に開発された実施形態において、通信プロトコルＬＬＤＰ（又は同様のプロトコル）
が使用されるので、引き出された実際の電力に（増加し続ける）バジェットをリセットす
るために、電力受信装置によってコマンドが発行され、このようにして、電力受信装置の
制御下で電力バジェットが交換され得る。
【００８９】
　更に開発された実施形態において、通信プロトコルＬＬＤＰ（又は同様のプロトコル）
が使用されるので、引き出された実際の電力に（増加し続ける）バジェットをリセットす
るために、電力受信装置によってコマンドが発行され、このようにして、電力受信装置の
制御下で電力バジェットが交換され得る。
【００９０】
　更なる精巧なシステムは、中央（例えば、照明）制御装置が、整備又は交換が必要な経
年劣化した電力受信装置の建物管理に警告するために、調整を監視することを可能にする
。電力供給装置は、任意の電力受信装置で入力電力の大幅な増加が現れるときはいつでも
、関連する警告メッセージを送信さえし得る。
【００９１】
　本発明の特定の更なる実施形態は、ＰＤによって引き出されたＰｏＥプラグ（ＰＳＥ　
ＰＩ）の電力を検出し、引き出された電力が一貫して経時的に増加する場合に、関連する
ポート電力バジェットを調整する、パワー・オーバ・イーサネット（登録商標）ＰＳＥを
供給し、これにより過電力スイッチオフを回避する。ＰＳＥは動的に電力クラスを次のよ
り高いクラスに向上する。過電力閾値は、観察される平均電力と比較して常に一定のマー
ジンを保持しながら、より高い値に調整される。残りのバジェットは、更なる増加が可能
かどうかを決定するために使用される可能性がある。実際の電力バジェットは、ある値に
リセットされる。値は、ネットワークコマンドを介して書き込まれる。値は、関連するＰ
Ｄによって引き出された実際の（又は平均化された）電力から取得される。負荷（ＰＤ）
は、バジェットを新しい値にリセットするよう要求する。建築制御システムのようにネッ
トワークに接続された他のノード（ＰＤｓ）は、バジェットを新しい値にリセットするよ
う要求し得る。ＰＤは、バジェット処理のリセットが開始される前に入力電力を低減する
ように通知される。実際のバジェットは、例えば建物制御システムによるネットワークコ
マンドを介して読み取られる。バジェットの変更は、中央ノード、例えば建物制御システ
ムに向けて通知される。
【００９２】
　特許請求の範囲において、「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」という用語は他の要素又
はステップを排除するものではなく、不定冠詞「ａ」又は「ａｎ」は複数を除外しない。
【００９３】
　単一のプロセッサ、装置又は他のユニットが、請求項に列挙された幾つかの項目の機能
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を果たす。特定の措置が相互に異なる従属請求項に列挙されているという単なる事実は、
これらの措置の組み合わせが有利に使用できないことを示すものではない。
【００９４】
　電力受信装置の検出、電力ネゴシエーションの実行、電力消費の監視、電力供給の中断
、電力バジェットの増加、及び更なる動作、管理及び診断ステップ等の動作は、コンピュ
ータプログラムのプログラムコード手段及び／又は専用ハードウェアとして実施され得る
。
【００９５】
　コンピュータプログラムは、他のハードウェアと一緒に又は他のハードウェアの一部と
して供給される、光記憶媒体又は固体媒体のような適切な媒体上に記憶及び／又は分配さ
れるが、インターネット又は他の有線又は無線電気通信システムを介して等、他の形態で
も分配される。
【００９６】
　特許請求の範囲内のいかなる参照符号も、範囲を限定するものとして解釈されるべきで
はない。
 

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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